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Abstract 
This study aimed to reexamine the viewpoint of Motokichi Higashi (1872-1956) and to consider characteristics 
of Yochien Shokayugiho. He played an important role in establishing a systematic theory on early childhood 
education and publishing Yochien Shoka (1901). The contents of Yochien Shokayugiho were movements which 
choreographed the dances for 14 songs in Yochien Shoka. It is important to consider whether Yochien 
Shokayugiho was published by him or not. Moreover, I compared the singing-dancing works in a magazine, 
Fujin-to-kodomo with those in Yochien Shokayugiho, to determine the relationship between kindergarten 
practices and this book.     
As a result, Yochien Shokayugiho was evidently not written based on Higashi’s views of early childhood 
education. That book was intended not only for infants but also for school-age children: it covers aspects of 
education for school-age children. However, the educational content in Yochien Shokayugiho is in line with 
Higashi’s beliefs that education should aims to teach children both morality and knowledge. In addition, it is 
clear that the singing-dancing works of Yochien Shokayugiho incorporate considerable rhythmic play; the works 
in Fujin-to-kodomo involve expressive play and include the words of the songs. Fujin-to-kodomo clearly placed 
importance on simulating experiences; Yochien Shokayugiho focused on rhythmic ability. Rhythmic play was 
developed by Goro Tsuchikawa (1871-1947) in the Taisho period, and Yochien Shokayugiho played a role in 
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  （い）遊戯の形はなるべく幼兒自然の動作に近からしむること。 
  （ろ）幼兒をして全心を遊戯に傾注せしむること。 
  （は）自由活動の餘地を存せしむること。 
  （に）保育者は監督の位置に立つよりも寧ろ遊戯仲間の一員たるべきこと。 
























  （ろ）談話を授くるに抽象的眞理を概括するを要せざること。 
  （は）再三同一の談話を反覆すべきこと。 
  （に）繪畫を多く使用すべきこと。 
  （ほ）談話の方法に注意すべきこと 
     （イ）言語は明瞭にして理解し易く且つ緩急抑揚の變化あるべきこと。 
     （ロ）談話は順序正しくすべきこと。 
     （ハ）適當なる問答法を用ひ幼兒に想像思考の餘地を與ふべきこと。 


















当該書では，『幼稚園唱歌』の 20 曲中 14 曲に遊戯を付けている。あとの 6 曲が扱われなかった理由につ
いて，先ず作曲者と作歌者 11）に着目して検討したが，その理由が明らかになるような特徴は，見当たらな
かった。14 曲中 13 曲は，滝廉太郎作曲，あとの 1 曲〈風車〉のみが鈴木毅一作曲によるものである。ま













表 1 遊戯の動作 
曲名 円になる 手つなぎ 行進 足踏み 拍手 特徴 
ほーほけきょ 〇 ○ ○ × 〇 問答形式 
ひばりはうたひ ○ ○ ○ 〇 〇 あてぶり 
鯉幟 ○ ○ ○ × 〇 両手を頭上に挙げる 
海のうへ ○ ○ ○ 〇 〇 対舞 
桃太郎 ○ ○ × 〇 × 行進なし，ものを数える動作 
夕立 ○ ○ ○ × × オノマトペに対応した動作 
かちかち山 ○ ○ ○ × 〇 あてぶり 
鳩ぽっぽ ○ ○ ○ × 〇 あてぶり，隊形の転換 
菊 ○ ○ ○ × 〇 数を数える動作 
雁 ○ ○ ○ × 〇 行進が主 
軍ごっこ ○ × ○ 〇 × 軍隊の動き 
雀 ○ ○ ○ 〇 〇 行進，隊形の転換 
風車 ○ ○ ○ × × 回転，着物を活かした動作 














表 2 遊戯の目的・訓話 12） 
曲名 遊戯の目的 訓話 
ほーほけきょ 審美的感情の養成，性情を和ぐ 春の陽氣に付問答―的に話すべし 
ひばりはうたひ 自然を知る，優美の気風の養成 歌中の草につきて種々問答すべし 




桃太郎 尚武的気象 桃太郎の昔咄に付談すべし 
夕立 ×（記述なし） 雷□□雨等の事に付て咄すべし 
かちかち山 善悪共に其報いあることを知る 兎とたぬきの昔咄をなして善悪の區別を覺
らしむ 
































『幼稚園唱歌』と『幼稚園唱歌遊戯法』の緒言や凡例とを比較し，差異があった事項を表 3 に示す。 
 
表 3 『幼稚園唱歌』と『幼稚園唱歌遊戯法』の文言における比較 
 『幼稚園唱歌』 『幼稚園唱歌遊戯法』 




























表 4 〈ひばりはうたひ〉14）遊戯動作の比較 



















































































































































3）高橋忠次郎（1870-1910 頃）は遊戯研究家である。東京女高師及び体操学校等に奉職し，明治 35 年「日
本遊戯調査会」を設立した。現在の東京女子体育大学の前進である東京体操音楽学校を創立し，わが国
























歌と動作（一，雲雀は歌ひ）」『婦人と子ども』第 4 巻第 6 号 フレーベル會 pp.63-64 
15）高橋・山田編『幼稚園唱歌遊戯法』pp.31-34 及び〔無著名〕（1903）「幼稚園の遊嬉」『婦人と子ども』
第 3 巻第 6 号 フレーベル會 pp.67-68 
16）『幼稚園唱歌遊戯法』の出版を勧めた北村季晴（『幼稚園唱歌遊戯法』1902，序）が，東と交流があっ
たのかは，今後の研究課題としたい。 








音楽』第 18 号，pp.1-12 
・金本佳世（1988）「幼児の音楽教材に関する一考察―東基吉の唱歌遊戯論と，滝廉太郎，東クメ編『幼稚
園唱歌』を中心として」『武蔵野音楽大学研究紀要』第 20 号 pp.1-16 








・〔無著名〕「唱歌と動作（一，雲雀は歌ひ）」（1904）『婦人と子ども』第 4 巻第 6 号 フレーベル會 pp.63-64 
・〔無著名〕「幼稚園の遊嬉（七，鳩ぽつぽ）」（1903）『婦人と子ども』第 3 巻第 6 号 フレーベル會 pp.67-68 
  
